
設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ イワイ　フミオ ）

岩居　文雄

（平成２３年２月）

（ ヨシエ　リュウイチロウ ）

義江　龍一郎

（平成２８年４月）

（ サトウ　トシフミ ）

佐藤　利文

（平成３０年４月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）平成３０年度に報告済の内容　→（30）

　　　　　　令和元年度に報告する内容　→（元）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

　　　　神奈川県厚木市飯山１５８３

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人東京工芸大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　東京工芸大学
（２） 大　学　名

　　　〒２４３－０２９７

（３） 調査対象大学等の位置

（164-8678　東京都中野区本町２-９-５）

学 部 長

平成２７年２月、平成３１年２月再任

学　　長

職　　名
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試
　　　　区分ごとではありません）。
　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位
　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」でも記載してください。その場合適宜各項目の表
　　　　を追加してください。
　　　・　様式は、平成２７年度開設の４年制の学科の完成年度を超えて報告する場合（令和元年度までの５年間）ですが、
　　　　完成年度を超えていない場合は修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が４年以下の場合には欄を削除し、
　　　　５年以上の場合には、欄を設けてください。）

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　に報告書を作成してください。

　工学部

　　　工学科

　学士（工学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

400人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人　‐ 人

2,007 - - - - - - - - -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[33] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

1,890 - - - - - - - - -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 31 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

1,159 - - - - - - - - -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[ 21 ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

473 - - - - - - - - -

(　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　) (　-　)

[18] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]
入学定員超過率

Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他を合計した入学定員、入学者数で算出して

　　　　ください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお、計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科の
分野

設 置 時 の 計 画
備　　考

修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

工学関係
4年 400人 年次 1,600人

人

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。
　　　・　学生募集停止を予定している場合は、「備考」にその旨記載してください。

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
平均入学定員
超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定
員超過率

備　　考

Ａ　 入学定員

1.18倍  - 倍

[ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ] [ 　-　 ]

(　 - 　) (　 - 　) (　 - 　) (　 - 　) (　 - 　)

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

1.18 - - --
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

472 - - - - - - - - -

[ 18 ] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

- - - - - - - -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

- - - - - -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

- - - -

[　-　] [　-　] [　-　] [　-　]

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

472 - -

（　-　） （　-　） （　-　） （　-　）

-

[　18　] [　 -　 ] [　 -　 ] [　 -　 ] [　 -　 ]

-

（　-　）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

473 人 1 人 令和元年度 1 人 0 人 他の教育機関への入学・転学（1人）

令和元年度 人 人

令和2年度 人 人

令和元年度 人 人

令和2年度 人 人

令和3年度 人 人

令和元年度 人 人

令和2年度 人 人

令和3年度 人 人

令和4年度 人 人

令和元年度 人 人

令和2年度 人 人

令和3年度 人 人

令和4年度 人 人

令和5年度 人 人

1 人 1 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 1
令和元年度の在学者数（ｂ） 473

【令和2年度】

令和2年度の退学者数（ａ） 0
令和2年度の在学者数（ｂ） 0

【令和3年度】

令和3年度の退学者数（ａ） 0
令和3年度の在学者数（ｂ） 0

【令和4年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和5年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

主な退学理由
（留学生の理由は[　]書き）

内訳

入学した年度
退学者数

うち留学生数

人

　　　区　分

対象年度

在学者数（b） 退学者数（a）

令和元年度

令和2年度 人

令和4年度 人 人

令和3年度 人 人

= = #DIV/0! ％

令和5年度 人 人

合　　計

= = 0.21 ％

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％

= = #DIV/0! ％
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1 11 1前 1 1 1 10

1前 1 1 1 1 8 1前 1 1 1 1 8

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1 11 1後 1 1 1 10

1後 1 1 1 1 8 1後 1 1 1 1 8

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 11 2前 1 1 11

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 2 2前 1 2

2前 1 1 2前 1 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2・3・4前後 1 1 2・3・4前後 1 1

2後 1 1 11 2後 1 1 11

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 2 2後 1 2

2後 1 1 2後 1 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

3前 1 2 3前 1 2

3後 1 2 3後 1 2

3前 1 1 3前 1 1

3前 1 1 3前 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

小計（23科目） - 6 17 0 1 1 1 0 0 20 小計（23科目） - 6 17 0 1 1 1 0 0 19

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 1 1 1・2・3・4後 1 1

小計（15科目） - 0 27 0 2 1 1 0 0 6 小計（15科目） - 0 27 0 2 1 0 0 0 8

1前後 1 1 1 1前後 1 1 1

1・2・3・4前 1 1 1 6 1・2・3・4前 1 1 1 6

1・2・3・4前 1 1 2 1・2・3・4前 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

1・2・3・4前後 1 1 2 1・2・3・4前後 1 1 2

1・2・3・4後 1 1 5 1・2・3・4後 1 1 5

1・2・3・4後 1 1 2 1・2・3・4後 1 1 3

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

1・2・3・4後 2 1 1・2・3・4後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前後 1 1 1 2前後 1 1 1

小計（14科目） - 1 20 0 2 2 0 0 0 11 小計（14科目） - 1 20 0 2 2 0 0 0 12

（１）ー① 授業科目表

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科） （工学部 工学科）

２　授業科目の概要

＜工学部　工学科＞

教
養
科
目

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
・

ス
キ
ル
科
目

英語リーディング基礎Ⅰ

教
養
科
目

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
・

ス
キ
ル
科
目

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

日本語Ⅲ 日本語Ⅲ

中国語ⅠＡ 中国語ⅠＡ

韓国語ⅠＡ 韓国語ⅠＡ

英語ライティング基礎Ⅱ 英語ライティング基礎Ⅱ

日本語Ⅱ 日本語Ⅱ

アカデミック・イングリッシュⅠ アカデミック・イングリッシュⅠ

英語リーディング基礎Ⅰ

英語ライティング基礎Ⅰ 英語ライティング基礎Ⅰ

日本語Ⅰ 日本語Ⅰ

英語リーディング基礎Ⅱ 英語リーディング基礎Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅡ

中国語ⅡＡ 中国語ⅡＡ

中国語ⅡＢ 中国語ⅡＢ

日本語Ⅳ 日本語Ⅳ

中国語ⅠＢ 中国語ⅠＢ

韓国語ⅠＢ 韓国語ⅠＢ

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅠ

ＴＯＥＩＣ演習 ＴＯＥＩＣ演習

アカデミック・イングリッシュⅡ アカデミック・イングリッシュⅡ

くらしと法律 くらしと法律

コミュニティと社会 コミュニティと社会

地域フィールドワーク 地域フィールドワーク

英語コミュニケーションⅣ 英語コミュニケーションⅣ

社
会
の
仕
組
み

日本経済と国際社会

社
会
の
仕
組
み

日本経済と国際社会

企業と経営 企業と経営

ヨーロッパ・中東の社会学 ヨーロッパ・中東の社会学

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅢ

韓国語ⅡＡ 韓国語ⅡＡ

韓国語ⅡＢ 韓国語ⅡＢ

日本国憲法 日本国憲法

現代社会と科学技術 現代社会と科学技術

国際社会とコミュニケーション 国際社会とコミュニケーション

社会人と経営 社会人と経営

アジア・日本の社会学 アジア・日本の社会学

国際社会と歴史 国際社会と歴史

地域ボランティア 地域ボランティア

工学倫理 工学倫理

金融と経済 金融と経済

コミュニケーションと言語 コミュニケーションと言語

運動生理学 運動生理学

バイオメカニクス バイオメカニクス

野外スポーツＢ 野外スポーツＢ

人間と哲学 人間と哲学

新時代と文学 新時代と文学

メンタルヘルスと心理 メンタルヘルスと心理

フィットネス演習 フィットネス演習

スポーツ演習Ｂ スポーツ演習Ｂ心
と
身
体

ウェルネス演習

スポーツ演習Ａ スポーツ演習Ａ

野外スポーツＡ 野外スポーツＡ（未開講）

国際社会と宗教 国際社会と宗教

運動科学実験 運動科学実験

心
と
身
体

ウェルネス演習
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 1前 1 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 1 1 2前 1 1

2通 1 1 2通 1 1

2後 1 1 2後 1 1

3後 1 1 3後 1 1

小計（6科目） - 2 4 0 2 0 0 0 0 0 小計（6科目） - 2 4 0 2 0 0 0 0 0

1通 2 30 17 4 4 1通 2 28 13 3 6

1前 1 1 1前 1 1 1 2

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 1 1 1後 1 1 2

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

小計（12科目） - 2 19 0 30 17 4 4 0 8 小計（12科目） - 2 19 0 28 13 3 6 0 12

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 1

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 1 2 1前 1 2 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 5 1 1前 1 2 1 4

1前 1 2 1 1前 1 1 1 1 4

1前 2 2 1 1 1前 2 10 4 1 2 3

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 1

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1後 1 1 3

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1 1 1後 1 1 1 1 4

1後 1 2 1 1 1後 1 1 1 3

2前 1 1 8 2前 1 1 8

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 8 2後 1 1 8

2後 2 1 2後 2 1

小計（26科目） - 14 18 0 8 7 2 1 0 21 小計（26科目） - 14 18 0 15 8 2 4 0 30

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科） （工学部 工学科）

マンガ工房 マンガ工房

３ＤＣＧ工房 ３ＤＣＧ工房

写真工房 写真工房

知性と感性を学ぶ 知性と感性を学ぶ

アニメーション工房 アニメーション工房

模型工房 模型工房

キャリアⅣ キャリアⅣ

キャリアⅤ キャリアⅤ

初
年
次
教
育
・
自
校
教
育
科
目

学修技術と自己管理

初
年
次
教
育
・
自
校
教
育
科
目

学修技術と自己管理

写真演習 写真演習

キ

ャ
リ
ア

教
育
科
目

キャリアⅠ

キ

ャ
リ
ア

教
育
科
目

キャリアⅠ

キャリアⅡ キャリアⅡ

キャリアⅢ キャリアⅢ

インターンシップ インターンシップ

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

工・芸制作演習 工・芸制作演習

（工学部 工学科 総合工学系 機械コース ） （工学部 工学科 総合工学系 機械コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

デザイン演習 デザイン演習

カラーサイエンス＆アート カラーサイエンス＆アート

アート＆サイエンス概論 アート＆サイエンス概論

物理学A2 物理学A2

物理学A演習 物理学A演習

化学A1 化学A1

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

微分積分学演習 微分積分学演習

物理学A1 物理学A1

科目
区分

授業科目の名称

微分積分学 微分積分学

物理学B1 物理学B1

物理学B2 物理学B2

情報技術入門 情報技術入門

工学基礎実験 工学基礎実験

線形代数 線形代数

化学A2 化学A2

化学A演習 化学A演習

コンピュータ基礎 コンピュータ基礎

工業英語Ⅰ 工業英語Ⅰ

工業技術概論 工業技術概論

職業指導Ａ 職業指導Ａ

化学B演習 化学B演習

プログラミング基礎 プログラミング基礎

情報処理概論 情報処理概論

物理学B演習 物理学B演習

化学B1 化学B1

化学B2 化学B2

工業英語Ⅱ 工業英語Ⅱ

職業指導Ｂ 職業指導Ｂ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 1後 2 1 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 3 1 2前 3 1

2前 3 1 2 2前 3 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

2後 3 1 2後 3 1

2後 3 1 2後 3 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 3 1 3前 3 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 2 3 2 3前 2 2 3 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 3 1 3後 3 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3 2 3後 2 2 3 2

3通年 1 1 3通年 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 2 3 2 4前 1 2 3 2

4前 4 2 3 2 4前 4 2 3 2

4後 1 2 3 2 4後 1 2 3 2

4後 4 2 3 2 4後 4 2 3 2

4通 1 4通 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

小計（49科目） - 26 74 0 6 5 1 3 0 4 小計（49科目） - 26 74 0 7 5 1 3 0 5

モータ工学 モータ工学

アルゴリズムとデータ構造

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 機械コース ） （工学部 工学科 総合工学系 機械コース ）

コンピュータアーキテクチャ

情報理論 情報理論

機械力学 機械力学

センサ工学 センサ工学

シーケンス制御 シーケンス制御

Ｃプログラミング Ｃプログラミング

コンピュータネットワーク コンピュータネットワーク

機械工作実習 機械工作実習

メカトロニクス メカトロニクス

電気回路 電気回路

機械基礎製図 機械基礎製図

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

ロボット製作

機構学 機構学

計測工学 計測工学

画像メディア処理 画像メディア処理

制御工学 制御工学

ロボティクス ロボティクス

三次元ＣＡＤ 三次元ＣＡＤ

数値解析 数値解析

アルゴリズムとデータ構造

ロボット実験 ロボット実験

流体力学 流体力学

論理回路 論理回路

機械設計製図 機械設計製図

オブジェクト指向プログラミング オブジェクト指向プログラミング

熱力学 熱力学

自動制御 自動制御

知能機械 知能機械

機械実験 機械実験

総合演習Ⅰ 総合演習Ⅰ

材料力学 材料力学

ＣＡＤ／ＣＡＭ ＣＡＤ／ＣＡＭ

コンピュータアーキテクチャ

資格検定ⅠＢ 資格検定ⅠＢ

卒業研究Ａ 卒業研究Ａ

総合演習Ⅳ 総合演習Ⅳ

卒業研究Ｂ 卒業研究Ｂ

システム工学 システム工学

組込みシステム 組込みシステム

総合演習Ⅲ 総合演習Ⅲ

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅰ

精密機械学 精密機械学

資格検定ⅡＢ 資格検定ⅡＢ

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

ロボット製作

資格検定ⅠＣ 資格検定ⅠＣ

資格検定ⅠＤ 資格検定ⅠＤ

資格検定ⅡＡ 資格検定ⅡＡ

特別講義Ⅱ 特別講義Ⅱ

資格検定ⅠＡ 資格検定ⅠＡ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 1

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 1 2 1前 1 2 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 5 1 1前 1 2 1 4

1前 1 2 1 1前 1 1 1 1 4

1前 2 2 1 1 1前 2 10 4 1 2 3

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 1

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1後 1 1 3

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1 1 1後 1 1 1 1 4

1後 1 2 1 1 1後 1 1 1 3

2前 1 1 8 2前 1 1 8

2後 1 1 8 2後 1 1 8

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

小計（27科目） - 14 20 0 10 7 2 1 0 20 小計（27科目） - 14 20 0 15 8 2 4 0 30

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 電気電子コース ） （工学部 工学科 総合工学系 電気電子コース ）

化学A2 化学A2

化学A演習 化学A演習

コンピュータ基礎 コンピュータ基礎

物理学A2 物理学A2

物理学A演習 物理学A演習

化学A1 化学A1

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

微分積分学演習 微分積分学演習

物理学A1 物理学A1

物理学B演習 物理学B演習

化学B1 化学B1

化学B2 化学B2

微分積分学 微分積分学

物理学B1 物理学B1

物理学B2 物理学B2

情報技術入門 情報技術入門

工学基礎実験 工学基礎実験

線形代数 線形代数

確率・統計学A 確率・統計学A

幾何学B 幾何学B

確率・統計学B 確率・統計学B

工業英語Ⅰ 工業英語Ⅰ

工業英語Ⅱ 工業英語Ⅱ

幾何学A 幾何学A

化学B演習 化学B演習

プログラミング基礎 プログラミング基礎

情報処理概論 情報処理概論
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 1 2 1 1 1後 2 3 1 1 1 1

2前 2 1 1 2前 2 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 3 1 2 2前 3 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2 2前 2 2 2

2前 2 4 1 2前 2 4 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 3 1 2後 2 1 3 1

2後 2 2 1 1 2後 2 2 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 3 1 3前 2 3 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 1 1 1 3後 2 2 1 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

3前 2 5 3 1 1 3前 2 5 3 1 1

3後 2 5 3 1 1 3後 2 5 3 1 1

4前 1 5 4前 1 5

4後 1 3 1 1 4後 1 3 1 1

4前 4 5 3 1 1 4前 4 5 3 1 1

4後 4 5 3 1 1 4後 4 5 3 1 1

3通 1 1 3通 1 1

4通 1 1 4通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

小計（56科目） - 26 83 0 8 7 2 2 0 5 小計（56科目） - 26 83 0 8 7 2 2 0 7

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

電気電子基礎実験Ⅰ

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 電気電子コース ） （工学部 工学科 総合工学系 電気電子コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

幾何光学 幾何光学

メカトロニクス メカトロニクス

電気電子基礎実験Ⅱ 電気電子基礎実験Ⅱ

電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅰ

電気電子計測 電気電子計測

Cプログラミング Cプログラミング

電気電子基礎実験Ⅰ

工業数学Ⅰ 工業数学Ⅰ

微分積分学応用Ａ 微分積分学応用Ａ

電気回路 電気回路

半導体工学 半導体工学

論理回路 論理回路

CADｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ CADｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

交流電気回路 交流電気回路

電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅱ

発変電工学 発変電工学

電気電子演習Ⅰ 電気電子演習Ⅰ

工業数学Ⅱ 工業数学Ⅱ

解析学Ａ 解析学Ａ

送配電工学 送配電工学

電気・電子材料 電気・電子材料

電子回路 電子回路

電気電子演習Ⅱ 電気電子演習Ⅱ

応用数学 応用数学

微分積分学応用Ｂ 微分積分学応用Ｂ

波動光学 波動光学

パワーエレクトロニクス パワーエレクトロニクス

電気電子応用実験Ⅰ 電気電子応用実験Ⅰ

半導体プロセス 半導体プロセス

通信工学 通信工学

レーザ工学 レーザ工学

電気電子応用実験Ⅱ 電気電子応用実験Ⅱ

解析学Ｂ 解析学Ｂ

電気機器設計及び電気製図 電気機器設計及び電気製図

光エレクトロニクス 光エレクトロニクス

光画像計測工学 光画像計測工学

制御工学 制御工学

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

総合演習Ⅲ 総合演習Ⅲ

総合演習Ⅳ 総合演習Ⅳ

電気法規及び施設管理 電気法規及び施設管理

電波工学 電波工学

総合演習Ⅰ 総合演習Ⅰ

光情報機器・設計 光情報機器・設計

電気機器学 電気機器学

電気電子応用実験Ⅲ 電気電子応用実験Ⅲ

資格検定ⅠＣ 資格検定ⅠＣ

資格検定ⅠＤ 資格検定ⅠＤ

資格検定ⅡＡ 資格検定ⅡＡ

特別講義Ⅱ 特別講義Ⅱ

資格検定ⅠＡ 資格検定ⅠＡ

資格検定ⅠＢ 資格検定ⅠＢ

卒業研究Ａ 卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ 卒業研究Ｂ

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅰ

資格検定ⅡＢ 資格検定ⅡＢ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 1

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 1 2 1前 1 2 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 5 1 1前 1 2 1 4

1前 1 2 1 1前 1 1 1 1 4

1前 2 2 1 1 1前 2 10 4 1 2 3

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 1

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1後 1 1 3

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1 1 1後 1 1 1 1 4

1後 1 2 1 1 1後 1 1 1 3

2前 1 1 8 2前 1 1 8

2前 2 1 2前 2 1

2後 1 1 8 2後 1 1 8

2後 2 1 2後 2 1

小計（25科目） - 14 16 0 9 6 2 1 0 22 小計（25科目） - 14 16 0 15 8 2 4 0 31

1後 2 1 1 1後 2 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 3 1 2 2前 3 1 2

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 2 2前 2 2

2前 2 1 1 1 2前 2 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 3 1 2後 3 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 1 2後 2 1 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 1 2後 2 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 1 2後 1 1 1

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 情報コース ） （工学部 工学科 総合工学系 情報コース ）

化学A2 化学A2

化学A演習 化学A演習

コンピュータ基礎 コンピュータ基礎

物理学A2 物理学A2

物理学A演習 物理学A演習

化学A1 化学A1

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

微分積分学演習 微分積分学演習

物理学A1 物理学A1

物理学B演習 物理学B演習

化学B1 化学B1

化学B2 化学B2

微分積分学 微分積分学

物理学B1 物理学B1

物理学B2 物理学B2

情報技術入門 情報技術入門

工学基礎実験 工学基礎実験

線形代数 線形代数

情報と職業 情報と職業

専
門
科
目

情報工学演習

専
門
科
目

情報工学演習

ゲーム・アプリケーションデザイン概論 ゲーム・アプリケーションデザイン概論

統計処理 統計処理

工業英語Ⅰ 工業英語Ⅰ

情報倫理 情報倫理

工業英語Ⅱ 工業英語Ⅱ

化学B演習 化学B演習

プログラミング基礎 プログラミング基礎

情報処理概論 情報処理概論

デザイン工学 デザイン工学

ＣＧ入門 ＣＧ入門

色彩学 色彩学

データベース データベース

オペレーティングシステム オペレーティングシステム

人間工学 人間工学

Ｃプログラミング Ｃプログラミング

コンピュータネットワーク コンピュータネットワーク

電気回路 電気回路

論理回路 論理回路

ＣＡＤ ＣＡＤ

ヒューマンインターフェース ヒューマンインターフェース

ソフトウェア工学 ソフトウェア工学

データ通信 データ通信

ＵＮＩＸ演習 ＵＮＩＸ演習

映像概論 映像概論

Ｗebデザイン Ｗebデザイン

オブジェクト指向プログラミング オブジェクト指向プログラミング

印刷工学実験 印刷工学実験

色再現工学 色再現工学

映像制作演習 映像制作演習

印刷プロセス工学 印刷プロセス工学

人体動作情報解析 人体動作情報解析

認知的デザイン論 認知的デザイン論

ＣＧ概論 ＣＧ概論
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 6 5 1 3前 2 6 5 1

3前 2 2 3前 2 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

3後 1 1 3後 1 1

3後 1 1 1 3後 1 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 2 3後 2 2

3後 2 2 3後 2 2

3後 2 6 5 1 3後 2 6 5 1

3通 1 1 3通 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 4 2 4前 1 4 2

4前 4 7 6 1 4前 4 7 6 1

4後 1 3 4 4後 1 3 4

4後 4 6 5 1 4後 4 6 5 1

4通 1 4通 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

小計（72科目） - 24 113 0 11 7 2 1 0 16 小計（72科目） - 24 113 0 10 6 1 1 0 18

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 情報コース ） （工学部 工学科 総合工学系 情報コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

データベース応用 データベース応用

シミュレーション技法 シミュレーション技法

人工知能 人工知能

アルゴリズムとデータ構造

Ｗebプログラミング Ｗebプログラミング

ネットワークプラニング ネットワークプラニング

集積回路 集積回路

兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

情報理論

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

情報理論

コンピュータアーキテクチャ コンピュータアーキテクチャ

アルゴリズムとデータ構造

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

情報数学 情報数学

ゲームシミュレーション ゲームシミュレーション

Ｊａｖａプログラミング Ｊａｖａプログラミング

システムエンジニアリング システムエンジニアリング

総合演習Ⅰ 総合演習Ⅰ

印刷システム工学 印刷システム工学

ＣＧ制作演習 ＣＧ制作演習

画像メディア処理 画像メディア処理

音声メディア処理 音声メディア処理

ソフトコンピューティング ソフトコンピューティング

機械学習理論と応用 機械学習理論と応用

画像機器 画像機器

ディジタル回路設計 ディジタル回路設計

情報システム構築 情報システム構築

感性情報学 感性情報学

画像処理プログラミング演習 画像処理プログラミング演習

CGプログラミング CGプログラミング

情報セキュリティ 情報セキュリティ

総合演習Ⅲ 総合演習Ⅲ

卒業研究Ａ 卒業研究Ａ

総合演習Ⅳ 総合演習Ⅳ

組込みシステム 組込みシステム

バーチャルリアリティ バーチャルリアリティ

知的財産論 知的財産論

サウンドデザイン サウンドデザイン

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅰ

資格検定ⅡＡ 資格検定ⅡＡ

資格検定ⅠＢ 資格検定ⅠＢ

資格検定ⅠＣ 資格検定ⅠＣ

資格検定ⅠＤ 資格検定ⅠＤ

卒業研究Ｂ 卒業研究Ｂ

特別講義Ⅱ 特別講義Ⅱ

資格検定ⅠＡ 資格検定ⅠＡ

資格検定ⅡＢ 資格検定ⅡＢ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 1

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 1 2 1前 1 2 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 5 1 1前 1 2 1 4

1前 1 2 1 1前 1 1 1 1 4

1前 2 2 1 1 1前 2 10 4 1 2 3

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 1

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1後 1 1 3

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1 1 1後 1 1 1 1 4

1後 1 2 1 1 1後 1 1 1 3

2前 1 1 8 2前 1 1 8

2後 1 1 8 2後 1 1 8

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

小計（31科目） - 14 26 0 14 7 2 1 0 24 小計（31科目） - 14 26 0 15 8 2 4 0 32

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 化学・材料コース ） （工学部 工学科 総合工学系 化学・材料コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

コンピュータ基礎

情報技術入門 情報技術入門

物理学A演習 物理学A演習

化学A1 化学A1

化学A2 化学A2

線形代数演習

微分積分学演習 微分積分学演習

物理学A1 物理学A1

物理学A2 物理学A2

線形代数演習

化学B2

化学B演習 化学B演習

物理学B1 物理学B1

物理学B2 物理学B2

物理学B演習 物理学B演習

物理学実験 物理学実験

線形代数 線形代数

微分積分学 微分積分学

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

生物学実験 生物学実験

地学Ａ 地学Ａ

地学実験 地学実験

工業英語Ⅱ 工業英語Ⅱ

生物学Ａ 生物学Ａ

生理学Ａ 生理学Ａ

化学A演習 化学A演習

コンピュータ基礎

プログラミング基礎 プログラミング基礎

情報処理概論 情報処理概論

工業英語Ⅰ 工業英語Ⅰ

生物学Ｂ 生物学Ｂ

生理学Ｂ 生理学Ｂ

地学Ｂ 地学Ｂ

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

化学B1 化学B1

化学B2
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1後 2 6 1後 2 8 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 1 2前 1 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 3 2前 2 3

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 2 2後 2 2

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 1 3前 2 1 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3前 2 8 3前 2 8

3後 2 8 3後 2 8

4前 1 8 4前 1 8

4後 1 8 4後 1 8

4前 4 8 4前 4 8

4後 4 8 4後 4 8

3通 1 1 3通 1 1

4通 1 1 4通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

小計（56科目） - 30 68 0 8 0 0 0 0 11 小計（56科目） - 30 68 0 8 0 0 0 0 11

配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 総合工学系 化学・材料コース ） （工学部 工学科 総合工学系 化学・材料コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

無機化学A 無機化学A

無機化学A演習 無機化学A演習

有機化学A 有機化学A

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

化学実験

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

化学実験

物理化学A 物理化学A

物理化学A演習 物理化学A演習

科目
区分

授業科目の名称

応用化学実験Ⅰ 応用化学実験Ⅰ

物理化学B 物理化学B

物理化学B演習 物理化学B演習

環境アセスメント 環境アセスメント

環境関係法規演習 環境関係法規演習

環境分析学 環境分析学

有機化学A演習 有機化学A演習

生物化学A 生物化学A

生物化学A演習 生物化学A演習

公害原論 公害原論

化学関係法規演習 化学関係法規演習

応用化学実験Ⅱ 応用化学実験Ⅱ

有機化学B演習 有機化学B演習

生物化学B 生物化学B

生物化学B演習 生物化学B演習

無機化学B 無機化学B

無機化学B演習 無機化学B演習

有機化学B 有機化学B

有機材料物性 有機材料物性

生物有機化学 生物有機化学

生態･生命科学 生態･生命科学

無機材料化学 無機材料化学

有機合成化学 有機合成化学

高分子化学 高分子化学

エネルギー化学 エネルギー化学

量子化学 量子化学

光化学 光化学

配位化学 配位化学

生物工学 生物工学

機器分析学 機器分析学

コンピュータ化学 コンピュータ化学

金属材料学 金属材料学

半導体化学 半導体化学

応用化学実験Ⅲ 応用化学実験Ⅲ

電気化学 電気化学

プロセス工学 プロセス工学

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ 特別講義Ⅱ

資格検定ⅠＡ 資格検定ⅠＡ

総合演習Ⅳ 総合演習Ⅳ

卒業研究Ａ 卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ 卒業研究Ｂ

総合演習Ⅰ 総合演習Ⅰ

総合演習Ⅱ 総合演習Ⅱ

総合演習Ⅲ 総合演習Ⅲ

資格検定ⅡＡ 資格検定ⅡＡ

資格検定ⅡＢ 資格検定ⅡＢ

資格検定ⅠＢ 資格検定ⅠＢ

資格検定ⅠＣ 資格検定ⅠＣ

資格検定ⅠＤ 資格検定ⅠＤ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 6 1前 1 1 7

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 1

1前 1 1 1 1 1 1前 1 1 1 1 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 1 2 1前 1 2 2

1前 1 1 2 1前 1 5 2

1前 1 5 1 1前 1 2 1 4

1前 1 2 1 1前 1 1 1 1 4

1前 2 2 1 1 1前 2 10 4 1 2 3

1後 2 1 3 1後 2 1 6

1後 2 4 1後 2 1 6

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 1

1後 1 1 1 2 1後 1 1 1 1 2

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1後 1 1 3

1後 1 1 2 1後 1 4 3

1後 1 1 2 1 1 1後 1 1 1 1 4

1後 1 2 1 1 1後 1 1 1 3

2前 1 1 8 2前 1 1 8

2後 1 1 8 2後 1 1 8

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

小計（26科目） - 14 18 0 8 7 2 1 0 21 小計（26科目） - 14 18 0 15 8 2 4 0 30

1後 2 1 1 4 1後 2 1 1 5

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 1 1 1後 1 1

2前 2 1 1 4 2前 2 1 1 4

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 1 1 2前 1 1

2後 2 1 1 5 2後 2 1 1 5

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 1 1 2後 1 1

2後 2 1 2後 2 1

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 建築学系 建築コース ） （工学部 工学科 建築学系 建築コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

科目
区分

線形代数演習

微分積分学演習 微分積分学演習

物理学A1 物理学A1

物理学A2 物理学A2

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

線形代数演習

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

工学基礎実験 工学基礎実験

線形代数 線形代数

微分積分学 微分積分学

化学A演習 化学A演習

コンピュータ基礎 コンピュータ基礎

情報技術入門 情報技術入門

物理学A演習 物理学A演習

化学A1 化学A1

化学A2 化学A2

プログラミング基礎 プログラミング基礎

情報処理概論 情報処理概論

工業英語Ⅰ 工業英語Ⅰ

化学B1 化学B1

化学B2 化学B2

化学B演習 化学B演習

物理学B1 物理学B1

物理学B2 物理学B2

物理学B演習 物理学B演習

建築構造力学ⅠＡ演習 建築構造力学ⅠＡ演習

建築環境学Ⅰ 建築環境学Ⅰ

建築環境学Ⅰ演習 建築環境学Ⅰ演習

職業指導Ｂ 職業指導Ｂ

専
門
科
目

建築設計製図基礎

専
門
科
目

建築設計製図基礎

建築デザイン概論 建築デザイン概論

建築構造力学ⅠＡ 建築構造力学ⅠＡ

工業英語Ⅱ 工業英語Ⅱ

工業技術概論 工業技術概論

職業指導Ａ 職業指導Ａ

建築環境学Ⅱ 建築環境学Ⅱ

建築環境学Ⅱ演習 建築環境学Ⅱ演習

建築情報処理Ⅰ 建築情報処理Ⅰ

建築構法Ⅰ 建築構法Ⅰ

建築構造力学ⅠＢ 建築構造力学ⅠＢ

建築構造力学ⅠＢ演習 建築構造力学ⅠＢ演習

建築設計製図Ⅰ 建築設計製図Ⅰ

建築計画Ⅰ 建築計画Ⅰ

デッサン デッサン

建築構造力学Ⅱ 建築構造力学Ⅱ

建築構造力学Ⅱ演習 建築構造力学Ⅱ演習

建築材料Ⅰ 建築材料Ⅰ

建築法規 建築法規

日本建築史 日本建築史

建築構法Ⅱ 建築構法Ⅱ

建築情報処理Ⅰ演習 建築情報処理Ⅰ演習

建築設計製図Ⅱ 建築設計製図Ⅱ

建築計画Ⅱ 建築計画Ⅱ

建築環境学Ⅲ 建築環境学Ⅲ

建築環境学Ⅲ演習 建築環境学Ⅲ演習

建築設備基礎 建築設備基礎
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

3前 2 1 1 6 3前 2 1 1 6

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 3前 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 1 1 1 1 3前 1 1 1 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 2 3後 2 1 2

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 1 3 1 3後 1 3 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

4前 2 1 1 4前 2 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 1 1 4前 1 1 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 2 1 4前 2 1

4前 1 1 4前 1 1

4前 4 7 3 1 1 4前 4 7 3 1 1

4後 4 7 3 1 1 4後 4 7 3 1 1

3通 1 1 3通 1 1

4通 1 1 4通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 1 1 1通 1 1

1通 2 1 1通 2 1

1通 2 1 1通 2 1

小計（69科目） - 48 74 0 7 3 1 1 0 19 小計（69科目） - 48 74 0 9 3 1 1 0 19

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科 建築学系 建築コース ） （工学部 工学科 建築学系 建築コース ）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置 兼
任
・
兼
担

建築構造Ⅰ 建築構造Ⅰ

建築構造Ⅰ演習 建築構造Ⅰ演習

建築構造Ⅱ 建築構造Ⅱ

西洋建築史 西洋建築史

建築生産 建築生産

バリューエンジニアリング バリューエンジニアリング

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

建築設計製図Ⅲ

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

建築設計製図Ⅲ

建築計画Ⅲ 建築計画Ⅲ

デザインシミュレーション デザインシミュレーション

都市計画 都市計画

建築意匠 建築意匠

近代建築史 近代建築史

設備計画学Ⅰ 設備計画学Ⅰ

建築情報処理Ⅱ 建築情報処理Ⅱ

建築設計製図Ⅳ 建築設計製図Ⅳ

建築構造Ⅱ演習 建築構造Ⅱ演習

建築材料Ⅱ 建築材料Ⅱ

建築環境学実験 建築環境学実験

設備計画学Ⅱ 設備計画学Ⅱ

設備設計 設備設計

建築設計製図Ⅴ 建築設計製図Ⅴ

建築材料構造実験Ａ 建築材料構造実験Ａ

建築施工Ⅰ 建築施工Ⅰ

環境計画 環境計画

建築構造Ⅲ 建築構造Ⅲ

建築構造Ⅳ 建築構造Ⅳ

建築構造設計 建築構造設計

卒業研究Ｂ 卒業研究Ｂ

特別講義Ⅰ 特別講義Ⅰ

特別講義Ⅱ 特別講義Ⅱ

測量学 測量学

測量学演習 測量学演習

卒業研究Ａ 卒業研究Ａ

建築構造Ⅴ 建築構造Ⅴ

建築材料構造実験Ｂ 建築材料構造実験Ｂ

建築施工Ⅱ 建築施工Ⅱ

資格検定ⅠＤ 資格検定ⅠＤ

資格検定ⅡＡ 資格検定ⅡＡ

資格検定ⅡＢ 資格検定ⅡＢ

資格検定ⅠＡ 資格検定ⅠＡ

資格検定ⅠＢ 資格検定ⅠＢ

資格検定ⅠＣ 資格検定ⅠＣ
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【令和元年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1
1・2・3・4前 2 1 1・2・3・4前 2 1

3前 2 1 1 1 3前 2 1 1 1

4後 2 1 1 1 4後 2 1 1 1

4通 3 1 1 4通 3 1 1

4通 2 1 1 4通 2 1 1

1後 2 1 1後 2 1

3前 2 1 2 3前 2 1 2

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3後 2 1 3後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3後 2 1 3後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

3前 2 1 3前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2後 2 1 2後 2 1

小計（27科目） - 0 48 7 1 1 0 0 0 10 小計（27科目） - 0 48 7 1 1 0 0 0 10

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1後 2 1 1後 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

2後 2 2 2後 2 2

3集中 2 1 3集中 2 1

2前 2 1 2前 2 1

1前 2 1 1前 2 1

1後 2 1 1後 2 1

2後 2 1 2後 2 1

2前 2 1 2前 2 1

小計（15科目） - 0 0 30 0 0 0 0 0 11 小計（15科目） - 0 0 30 0 0 0 0 0 11

- 235 645 37 30 17 4 4 0 131 - 235 645 37 31 17 4 6 0 144

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・  本授業科目表は、開設年度から提出年度までの間において実際に実施された授業科目に関する情報として記入してください。
　　　・  認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

　　　・  各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

　　　・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

　　　　黒字で記入してください。その上で、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

　　　・　１ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

　　　　（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

【認可時又は届出時】

（工学部 工学科） （工学部 工学科）

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

教職実践演習（中・高）

教育実習Ａ 教育実習Ａ

教育実習Ｂ 教育実習Ｂ

教育相談 教育相談

兼
任
・
兼
担

教
職
課
程
科
目

教育原理

教
職
課
程
科
目

教育原理

発達心理学 発達心理学

特別支援教育 特別支援教育

教職実践演習（中・高）

兼
任
・
兼
担

科目
区分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

教育制度・経営論 教育制度・経営論

教育課程論 教育課程論

工業科指導法Ａ 工業科指導法Ａ

道徳理論と指導法 道徳理論と指導法

教職概論 教職概論

教育心理学 教育心理学

生徒・進路指導論 生徒・進路指導論

教育方法・技術論 教育方法・技術論

特別活動及び総合的な学習の時間の指導法 特別活動及び総合的な学習の時間の指導法

数学科指導法Ｂ 数学科指導法Ｂ

数学科指導法Ｃ 数学科指導法Ｃ

数学科指導法Ｄ 数学科指導法Ｄ

理科指導法Ｃ 理科指導法Ｃ

理科指導法Ｄ 理科指導法Ｄ

数学科指導法Ａ 数学科指導法Ａ

工業科指導法Ｂ 工業科指導法Ｂ

理科指導法Ａ 理科指導法Ａ

理科指導法Ｂ 理科指導法Ｂ

博物館資料論 博物館資料論

博物館資料保存論 博物館資料保存論

博物館展示論 博物館展示論

博物館教育論 博物館教育論

博物館概論 博物館概論

博物館経営論 博物館経営論

情報科指導法Ａ 情報科指導法Ａ

情報科指導法Ｂ 情報科指導法Ｂ

学
芸
員
課
程
科
目

生涯学習概論

学
芸
員
課
程
科
目

生涯学習概論

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論

古文書解読 古文書解読

合計（549科目） 合計（549科目）

卒業要件及び履修方法 卒業要件及び履修方法

西洋図像学 西洋図像学

学芸員基礎 学芸員基礎

現代美術批評 現代美術批評

博物館実習Ａ 博物館実習Ａ

博物館実習Ｂ 博物館実習Ｂ

考古学概論 考古学概論

教養科目から16単位以上（コミュニケーション・スキル8単位以上、社会の仕組み4単位以上、
心と身体4単位以上）、キャリア教育科目2単位以上、初年次教育・自校教育科目から3単位
以上、専門教育科目から92単位以上（専門基礎科目22単位以上、専門科目70単位以上）を
修得し、124単位以上修得すること。

教養科目から16単位以上（コミュニケーション・スキル8単位以上、社会の仕組み4単位以
上、心と身体4単位以上）、キャリア教育科目2単位以上、初年次教育・自校教育科目から3
単位以上、専門教育科目から92単位以上（専門基礎科目22単位以上、専門科目70単位以
上）を修得し、124単位以上修得すること。
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【令和元年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、
　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。　　　　授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。　　　・　変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。　　　・　不要な年度（平成２９年度開設であれば平成２８年度）の表は適宜削除してください。

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を
　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修

　　　　 　　　　

・非常勤講師辞退の理由により、「英語リーディング基礎Ⅰ」の兼任・兼担を「兼１１」から「兼１０」に変更。
・非常勤講師辞退の理由により、「英語リーディング基礎Ⅱ」の兼任・兼担を「兼１１」から「兼１０」に変更。
・より専門性の高い非常勤講師への変更の理由により、「ヨーロッパ・中東の社会学」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に，兼任・兼担
を「兼０」から「兼１」に変更。
・より専門性の高い非常勤講師への変更の理由により、「アジア・日本の社会学」の専任教員等の配置を「講師１」から「講師０」に，兼任・兼担を
「兼０」から「兼１」に変更。
・演習先キャンプ場の手配困難による未開講の理由により、「野外スポーツＡ」の専任教員等の配置を「准教授１」から「准教授０」に，兼任・兼担を
「兼２」から「兼０」に変更。
・授業充実の理由により、「野外スポーツＢ」の兼任・兼担を「兼２」から「兼３」に変更。
・専任教員の退職・新任・昇格及び担当の見直しの理由により、「学修技術と自己管理」の専任教員等の配置を「教授３０，准教授１７，講師４，助教
４」から「教授２８，准教授１３，講師３，助教６」に変更。
・授業充実の理由により、「写真演習」の専任教員等の配置を「教授０，准教授０」から「教授１，准教授１」に，兼任・兼担を「兼１」から「兼２」
に変更。
・授業充実の理由により、「デザイン演習」の専任教員等の配置を「准教授０」から「准教授１」に，兼任・兼担を「兼１」から「兼２」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「線形代数演習」の兼任・兼担を「兼６」から「兼７」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「微分積分学演習」の兼任・兼担を「兼６」から「兼７」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「物理学A1」の専任教員等の配置を「教授１，助教０」から「教授０，助教１」に，兼任・兼担を「兼１」から
「兼２」に変更。
・担当の見直しの理由により、全コースの「物理学A2」の専任教員等の配置を「教授１，助教０」から「教授０，助教１」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「物理学A演習」の専任教員等の配置を「教授１，助教０」から「教授０，助教１」に，兼任・兼担を「兼１」か
ら「兼２」に変更。変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学A1」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授５」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学A2」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授２」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学A演習」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授５」に変更。
・担当の見直しの理由により、全コースの「コンピュータ基礎」の専任教員等の配置を「教授５」から「教授２」に，兼任・兼担を「兼０」から「兼
４」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「情報技術入門」の専任教員等の配置を「准教授２，講師０」から「准教授１，講師１」に，兼任・兼担を「兼
０」から「兼４」に変更。
・授業充実の理由により、機械，電気電子，情報，建築コースの「工学基礎実験」の専任教員等の配置を「教授２，准教授１，助教０」から「教授１
０，准教授４，助教２」に，兼任・兼担を「兼０」から「兼３」に変更。
・授業充実の理由により、化学・材料コースの「物理学実験」の専任教員等の配置を「教授２，准教授１，助教０」から「教授１０，准教授４，助教
２」に，兼任・兼担を「兼０」から「兼３」に変更。

・授業充実の理由により、機械，電気電子，情報，化学・材料コースの「線形代数」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に，兼任・兼担を
「兼４」から「兼６」に変更。
・授業充実の理由により、建築コースの「線形代数」の専任教員等の配置を「教授０，准教授１」から「教授１，准教授０」に，兼任・兼担を「兼３」
から「兼６」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「微分積分学」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に，兼任・兼担を「兼４」から「兼６」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「物理学B1」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「物理学B2」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に，兼任・兼担を「兼２」から「兼１」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「物理学B演習」の専任教員等の配置を「教授０」から「教授１」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学B1」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授４」に，兼任・兼担を「兼２」から「兼３」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学B2」の兼任・兼担を「兼２」から「兼３」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「化学B演習」の専任教員等の配置を「教授１」から「教授４」に，兼任・兼担を「兼２」から「兼３」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「プログラミング基礎」の専任教員等の配置を「准教授２」から「准教授１」に，兼任・兼担を「兼１」から「兼
４」に変更。
・授業充実の理由により、全コースの「情報処理概論」の専任教員等の配置を「准教授２，助教１」から「准教授１，助教０」に，兼任・兼担を「兼
０」から「兼３」に変更。
・授業充実の理由により、機械コースの「ロボット製作」の専任教員等の配置を「助教０」から「助教２」に，兼任・兼担を「兼０」から「兼１」に変
更。
・授業充実の理由により、電気電子コースの「電気電子基礎実験Ⅰ」の専任教員等の配置を「教授１，准教授２」から「教授３，准教授１」に，兼任・
兼担を「兼０」から「兼１」に変更。
・授業充実の理由により、情報コースの「情報工学演習」の専任教員等の配置を「教授０，講師１」から「教授２，講師０」に変更。
・授業充実の理由により、化学・材料コースの「化学実験」の専任教員等の配置を「教授６」から「教授８」に，兼任・兼担を「兼０」から「兼１」に
変更。
・授業充実の理由により、建築コースの「建築設計製図基礎」の兼任・兼担を「兼４」から「兼５」に変更。
・新任教員の着任に伴う担当の見直しの理由により、建築コースの「建築デザイン」の専任教員等の配置を「教授１，准教授０」から「教授０，准教授
１」に変更。
・専任教員の昇格の理由により、建築コースの「建築構造力学ⅠＡ」の専任教員等の配置を「教授０，准教授１」から「教授１，准教授０」に変更。
・専任教員の昇格の理由により、建築コースの「建築構造力学ⅠＡ演習」の専任教員等の配置を「教授０，准教授１」から「教授１，准教授０」に変
更。

（２） 授業科目数

（１）ー②授業科目表に関する変更内容

549

[　　0　　] [　　0　　] [　　0　　] [　　0　　]

選択 自由 計

130 401 18 549 130 401 18
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１ 野外スポーツＡ 1 1・2・3・4前 選択

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。
　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。
　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して
　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、
　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能なかぎり具体的に記入してください。

（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

1

549

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。
　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

2019年度は必要なキャンプ場の予約がで
きなかったため。2020年度以降は開講で
きる見込み。今年度の代替措置は無し。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

（４） 廃止科目

廃止の理由，代替措置の有無

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

「野外スポーツＡ」は１・２・３・４年次配当の選択科目のため，２０２０年度以降に開講することで
学生の履修機会は確保できる。また，当該科目以外の心と身体の選択必修科目（「野外スポーツＢ」
「スポーツ演習Ａ」「スポーツ演習Ｂ」「フィットネス演習」）は開講されるため，学生の履修要望に
は応えられており，学生の履修に対する影響は極めて小さいと考える。学生に対しては，履修要項やガ
イダンスにおいて，当該科目が開講されないことを周知している。

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0.18
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備考

職員：施設数変更に伴う
従事職員数の変更による
(元)

講義室を演習室・実験実
習室に用途変更等（元）

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

08,589

点

（補助職員　7 8　人）

標　　本機械・器具

開設年度

閲 覧 座 席 数

（185,916〔52,366〕） （757〔451〕） （796〔617〕）

テニスコート3面

開設前年度 完成年度

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

実験実習室講　義　室

面　　　　　積

　

図
書
・
設
備

(５)

計

野球場1面

体育館以外のスポーツ施設の概要

175,194

面　　　　　積

5358.05㎡

（180,979〔51,215〕） （725〔427〕） （653〔584〕） 9,084 129

（180,979〔51,215〕）

9,354 121 0

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、黒字で記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（元）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

完成年度

398

（653〔584〕） 9,084 129

収 納 可 能 冊 数

9,354 121 0

121

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

(７) 体　　育　　館

12,578千円

第６年次

12,578千円 12,578千円

68,380千円 68,380千円210千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等経常費補助金，受託事業収入，寄付金収入　等

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 11,950千円 11,950千円

68,380千円

1,320千円

設備購入費

図書購入費

1,320千円

区　　分

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

207592.77㎡ 0㎡

計

80,318㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　0㎡）

0㎡

計

114420.3㎡

0㎡ 0㎡

0㎡114420.3㎡ 0㎡

207592.77㎡

205809.43㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

106

視聴覚資料

３　施設・設備の整備状況，経費

誤記及び改修工事等に
よる変更（元）

80,318㎡

（　　　80,604㎡） （　　　80,604㎡）

(２) 校　　　　　舎

区　　　　　分

205809.43㎡

　　－　　千円

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当
り

納付金

第１年次

校
　
　
地
　
　
等

　　－　　千円

209千円

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 91389.13㎡91389.13㎡

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和元年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

室

冊

共用する他の
学校等の専用

760〔451〕

第２年次 第３年次

1,520千円 1,320千円

第４年次 第５年次

0㎡ 1783.34㎡

188,865〔53,047〕　

（725〔427〕）

1,021〔677〕

1,021〔677〕

760〔451〕

 8 10室

運動場用地

工学部

（185,916〔52,366〕） （757〔451〕） （796〔617〕） 8,589 121

種

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

0

専　　　用 共　　　用

1783.34㎡

212室

44室 23室 225室

小　　　計

そ　の　他

合　　　計

75

46室 22室

工学部　工学科

〔うち外国書〕

188,865〔53,047〕　

レイアウト変更等によ
る増。(元)

機械・器具：教育充実
のため新規購入。
図書・学術雑誌・電子
ジャーナルの減少分は受
入数変動による。
(元)

429 178,388
 3,139.80㎡

80,604㎡ 0㎡ 0㎡ 80,604㎡

（　　　80,318㎡） （　　　80,318㎡）

改修工事等による変更
（元）

図　　書 学術雑誌

電子ジャーナル

点 点

語学学習施設

（補助職員　0　人）

5室

情報処理学習施設
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 東京工芸大学 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 年度 年度 年度

人

工学研究科 -

　メディア工学専攻
　（博士前期課程）

2 15 30
修士

（工学）
0.16 平成20

神奈川県厚木市飯山
字西登山1583番地

　メディア工学専攻
　（博士後期課程）

3 2 6
博士

（工学）
0.16 平成14 同上

　工業化学専攻
　（博士前期課程）

2 20 40
修士

（工学）
0.25 昭和53 同上

　工業化学専攻
　（博士後期課程）

3 2 6
博士

（工学）
0.16 平成6 同上

　建築・風工学専攻
　（博士前期課程）

2 10 20
修士

（工学）
0.8 平成2 同上

　建築・風工学専攻
　（博士後期課程）

3 5 15
博士

（工学）
0 平成13 同上

　電子情報工学専攻
　（博士前期課程）

2 20 40
修士

（工学）
0.72 平成2 同上

　電子情報工学専攻
　（博士後期課程）

3 2 6
博士

（工学）
0.33 平成6 同上

芸術学研究科

　ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ専攻
　（博士前期課程）

2 12 24 修士
（芸術学）

1.45 平成10
東京都中野区本町2
丁目9番5号

　ﾒﾃﾞｨｱｱｰﾄ専攻
　（博士後期課程）

3 2 6 博士
（芸術学）

0.66 平成12 同上

大学院全体 90 193

工学部 4 400 1600 1.18

　工学科 4 400 1600
学士

（工学）
1.18 平成31

神奈川県厚木市飯山
字西登山1583番地

　メディア画像学科 - - -
学士

（工学）
- 平成16 同上

平成31年学生募
集停止

　生命環境化学科 - - -
学士

（工学）
- 平成16 同上

平成31年学生募
集停止

　建築学科 - - -
学士

（工学）
- 昭和49 同上

平成31年学生募
集停止

　コンピュータ応用学科 - - -
学士

（工学）
- 平成16 同上

平成31年学生募
集停止

　電子機械学科 - - -
学士

（工学）
- 平成16 同上

平成31年学生募
集停止

芸術学部 585 2340 1.21

　写真学科 4 80 320 学士
（芸術学）

1.18 平成6
東京都中野区本町2
丁目9番5号

　映像学科 4 80 320 学士
（芸術学）

1.24 平成6 同上

　デザイン学科 4 165 660 学士
（芸術学）

1.14 平成6 同上

　インタラクティブメディア学科 4 60 240 学士
（芸術学）

1.23 平成13 同上

　アニメーション学科 4 80 320 学士
（芸術学）

1.24 平成15 同上

　マンガ学科 4 60 240 学士
（芸術学）

1.27 平成19 同上

　ゲーム学科 4 60 240 学士
（芸術学）

1.3 平成22 同上

大学全体 985 3940
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芸術別科

　写真技術専修 1 20 20 － 0 平成10
東京都中野区本町二
丁目9番5号

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学（大学院含む）、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校種ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」の考え方は「大学設置等に係る提出書類の作成の手引き（平成31年度改訂版）」と同じです。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。
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（注）・　大学設置基準第十三条別表第一、短期大学設置基準第二十二条別表第一イにより算出される専任教員数を記入してください。

（注）・「設置時の計画」には、設置時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに、（　）内に開設時の状況を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の状況」には、報告年度の５月１日の教員数（実人数）を記入してください。

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の状況」には、「現在（報告時）の状況」に記入した数字に、教員審査を受審済みであり、

　　　　完成年度までに就任する教員数を加えた数を記入するとともに、［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

　　　・「現在（報告時）の完成年度時の計画」には、予定されている完成年度時の人数を記入するとともに、

　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

（注）・「年齢構成」には、当該学部における教員の定年に関する規定に基づく定年年齢（特例等による定年年齢ではありません）、

　　　　および、報告年度の５月１日現在、定年に関する規定に基づく特例等により定年を超えて専任教員として採用されている

　　　　教員数および完成年度時に定年を超えて専任教員として採用する教員数を記入してください。
　　　・なお、職位等によって定年年齢が異なる場合には、職位ごとの定年年齢を「定年規定の定める定年年齢」に二段書きで記入
　　　　し、「定年を延長している教員数」には合算した数を記入してください。
　　　　［　］内に設置時の計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

現在（報告時）の完成年度時の状況（Ｃ）
設置時の計画（Ａ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

報告時の教員のうち、定年を延長して採用している教員数
現在（報告時）の状況（Ｂ）

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　（２）－④　設置時の計画に対する教員充足率

=
61

= 110.9 ％
55

　（２）－⑤　現在（報告時）の状況における定年を延長している教員構成率

=
0

= 0 ％
62

定年規定の定める
定年年齢（歳）

報告時（上記
（Ｂ））の教員の
うち、定年を延長
して採用している

教員数

完成年度時（上記
（Ｃ））の教員う
ち、定年を延長し
て採用する教員数

65 0 0

　（２）－③　年齢構成

4 4 55
34 18

［　3　］ ［　1　］

講　師 助　教
計

（Ｄ）

30 17
62

歳 名 名

年齢構成

4

現在（報告時）の完成年度時の状況 現在（報告時）の完成年度時の計画

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ｃ）
教　授 准教授

（32） （19） （4） （5） （60）

6

講　師教　授

名 名

　　　　

　（２）－②　専任教員数【大学】

設置時の計画 現在（報告時）の状況

教　授 准教授 講　師 助　教
計

（Ａ）
助　教

計
（Ｂ）

准教授

23 12

（２） 専任教員数等

　（２）－①　設置基準上の必要専任教員数

完成年度時における
設置基準上の必要専

任教員数

うち、完成年度時に
おける設置基準上の

必要教授数

［　2　］ ［ 6　］

33 18 4 6 61

［　0　］ ［　1　］ ［ △1 ］ ［　0　］ ［　1　　］ ［ 0　］

31 16 4 4 55
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区　　　分
今後の

の実施計画

認　可　時

（平成30年）

遵守事項 履行中

履　行　状　況

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

東京工芸大学芸術学部
ゲーム学科の入学定員
超過の是正に努めるこ
と。

平成30年度入学定員の超過
に至る経緯の検証に基づ
き、平成31年度において
は、入学定員超過率は1.23
となり、平均入学定員超過
率は1.32から1.3と是正され
た。(元)

引き続き入学定員の適正化
に取り組み、定員超過の是
正に努める。

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

　　　　具体的に記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、調査結果が公表された年度の年を記入してください。

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

　　　　全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

　　　　その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

　　　・　「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

　　　・　該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

・ベストティーチング賞

・ＦＤ研修会

・授業評価アンケート

・インターンシップ成果報告会

・シラバス作成についてのＦＤ

・ＦＤ支援対象事業審査

　委員会は、次の事項に関して審議している。
(1)教育研究活動の改善の方策に関する事項
(2)教育研究活動改善のための研修計画の立案・実施に関する事項
(3)学生による授業評価の実施及び結果分析に関する事項
(4)教員のＦＤ活動の指針及びＦＤ活動の報告書の刊行に関する事項
(5)その他ＦＤに関する事項

②　実施状況

　ａ　実施内容

・ピア・レビュー

・新任教育職員ＦＤ研修会

・ＦＤニューズレター作成

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　東京工芸大学ＦＤ委員会規程に基づき，教員の教育研究活動の向上及び能力開発に関する事項を審議するため、ＦＤ
（ファカルティ・ディベロプメント）委員会（以下「委員会」という。）を設けている。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　委員会は、①委員長（学長が指名）、②教務部長（工学部及び芸術学部）、③各学部から選出された教員 各2名、④各
研究科から選出された教員 各2名、⑤教務課長（厚木キャンパス及び中野キャンパス）、⑥その他委員長が必要と認めた
者から構成されている。現在は、計17名（教員13名、職員4名）の教職員が委員となっている。委員会は年10回開催して
いる。

　ｃ　委員会の審議事項等

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜工学部　工学科＞

（１） 設置計画変更事項等
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・ＦＤ支援対象事業審査

　全専任教員から希望者を対象に申請の都度実施している。

・授業評価アンケート

　年4回（前期中、前期末、後期中、後期末）全教員を対象に実施する。

・インターンシップ成果報告会

　全専任教員から希望者を対象に各学部年1回開催している。

・シラバス作成についてのＦＤ

　年1回全教員を対象に実施している。

・ＦＤニューズレター作成

　ＦＤ委員長、各学科主任、両研究科長、両教務部長が執筆し、年1回発行している。

・ベストティーチング賞

　全専任教員を対象に、年1回学位授与式の際に実施している。

・ＦＤ研修会

　全専任教員を対象に年1回開催している。出席できなかった教員については、動画撮影した研修会の様子を視聴し、報
告書の提出を義務付けている。

　①公開のＦＤ関連研修会・セミナー参加、②学科ＦＤ研修での外部講師招聘、③教育改善のための組織的な研修プログ
ラム、④教材開発・カリキュラム開発を対象事業とし、全専任教員からの申請を委員会で審議する。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

・ピア・レビュー

　各学部、全専任教員が2年間でレビューまたはレビュアーのいずれかを担当する。

・新任教育職員ＦＤ研修会

　各学部、全新任教員を対象に実施している。

・ＦＤ以外として、多種多様な学生への理解と支援方法を学ぶ研修会等を複数回開催する。

　本学ポータルサイトを利用し、学生にアンケート(選択15問、自由回答2問)を実施している。また，アンケート集計結
果は各学部、教員にフィードバックしている。集計結果とそれに対する担当教員のコメントは本学ポータルサイトを通し
て、全学生・全教員に公開している。なお，アンケート結果によっては、ＦＤ委員長が指導することもある。

・インターンシップ成果報告会

　学生が取り組んだインターンシップの成果報告会に参加する。

・シラバス作成についてのＦＤ

　教科概要(シラバス）作成マニュアルを調製し、全教員を対象にシラバスの作成方法を周知する。

・ＦＤ支援対象事業審査

　①授業方法や教育方法の改善例、②学習効果を上げるために授業で取り組んでいること、③学生の理解度を把握するた
めに取り組んでいること、④各教員の取り組みを共有するために行っていること、を中心にＦＤ活動の報告をまとめ発行
している。

・ベストティーチング賞

　卒業生を対象として、卒業式の日に「ベストティーチング賞選定のためのアンケート」を実施している。学生に教え方
の上手さという観点から順位を記入してもらい，合計点数の最も高い教員を原則としてベストティーチング賞に選定して
いる。

・ＦＤ研修会

　外部から講師を招き、各学部、全専任教員を対象に約1時間の講演会を実施している。

・授業評価アンケート

　ｂ　実施方法

・ピア・レビュー

　双方向のレビューが授業改善に役立てるよう，授業公開を実施している。

・新任教育職員ＦＤ研修会

　「実践的な授業の進め方」というテーマの基、約1時間講義を実施している。

・ＦＤニューズレター作成
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　※専門職大学、専門職短期大学、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

該当なし

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

　本学ポータルサイトを利用し、学生にアンケート(選択15問、自由回答2問)を実施している。また，アンケート集計結
果は各学部、教員にフィードバックしている。集計結果とそれに対する担当教員のコメントは本学ポータルサイトを通し
て、全学生・全教員に公開している。なお，アンケート結果によっては、ＦＤ委員長が指導することもある。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

　全授業科目のシラバスに記載する項目や表現内容に統一した基準を設け，学生が履修しやすいように改善を継続して
行っている。

・ＦＤ支援対象事業審査

　外部機関が開催するＦＤ関連研修会等に積極的に参加し、授業の進め方の改善を実施している。

③　学生に対する授業評価アンケートの実施状況

　ａ　実施の有無及び実施時期

　年4回（前期中、前期末、後期中、後期末）全教員を対象に実施する。

　当該研修を基に、授業改善に役立てている。

・授業評価アンケート

　アンケート集計結果を各学部、教員にフィードバックし，授業改善に役立てている。

・インターンシップ成果報告会

　インターンシップ成果報告会に参加することで，学生に対して企業が現在何を求ているかを把握し，授業に反映させら
れるよう改善している。

・シラバス作成についてのＦＤ

　当該研修に基づき、授業の進め方、説明方法の改善等に取り組んでいる。

・ＦＤニューズレター作成

　①授業方法や教育方法の改善例、②学習効果を上げるために授業で取り組んでいること、③学生の理解度を把握するた
めに取り組んでいること、④各教員の取り組みを共有するために行っていること、を中心にＦＤ活動の報告をまとめ発行
し、全専任教員で情報を共有し，授業改善に役立てている。

・ベストティーチング賞

　合計点数が最も高い教員を原則としてベストティーチング賞に選定し、教育活動を奨励・支援し，授業改善に役立てて
いる。

・ＦＤ研修会

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

・ピア・レビュー

　教員同士が互いに授業公開を行い、気づいた点を指摘し議論し合い，授業改善に役立てている。

・新任教育職員ＦＤ研修会
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　　　　「無」にマルを記入してください。

　ｂ　公表有の場合の公表（予定）時期　　（　令和元年７月１日　　）

　ｂ　公表無の場合の特段の理由　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

（注）・　今後公表する予定の場合は、「有」にマルを記入してください。今後も公表する予定がない場合は、

（５） 情報公表に関する事項

○　設置計画履行状況報告書（令和元年度）

　ａ　ホームページへの公表予定の有無　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

　　　　　なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　　　https://www.t-kougei.ac.jp/guide/basic-info/grading/

③　認証評価を受ける計画

　　平成２６年度に大学基準協会から適合の評価を受けている。（平成２７年４月１日～令和４年３月３１日まで）

　ａ　公表（予定）時期

　　　　令和２年３月（予定）

　ｂ　公表方法

　　　　教職員に配布すると共に、ホームページに掲載する。（令和２年３月末を予定）

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

（４） 自己点検・評価等に関する事項

 東京工芸大学点検・評価規程に基づき、設置の趣旨、目的、3ポリシーと設置学科の整合性については、学部、学科、研
究科別に、それぞれの責任者に対し、整合性の検証を依頼している。平成３０年度においては、１０月に学長から各責任
者に対し、検証を依頼、工学部、芸術学部の教授総会にて検証結果を承認し、大学運営会議に報告した。
工学科については、新設のため、設置の趣旨・目的の達成状況については、令和２年３月発行予定の自己点検・評価報告
書で自ら検証する予定である。
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